
 

樹齢約五百年、樹高 21ｍ、根元廻り 6ｍ、

県の天然記念物にも指定されているエドヒ

ガンの古木です。花の萼筒（がくとう）下

部(基部)が球状に膨らみ、横から見るとひょ

うたんの形をしていることから、いつしか

「ひょうたん桜」と呼ばれるようになりま

した。また、「ひょうたん桜」のある地区は

元々「大藪」という字名でしたが、この桜

にちなんで昭和３３年に「桜」と改称され

ました。 


